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はじめに 
 社会状況が著しく変化し、児童生徒を取り
巻く生育環境や成長過程にも様々な影響が及
び、懸念される課題が多様化している。児童
生徒が日々を過ごす学校においても、そうし
た変化に柔軟に対応し、児童生徒が心身共に
豊かで健康な生活を送る力や、自主性や自律
性を発揮し、望ましい成長を遂げるための自
己指導能力を養える環境作りに尽力していく
必要がある。このような中で、多様化・複雑
化する児童生徒の実態をより的確に理解し、
望ましい成長を支援するためには、これまで
以上に客観的・多角的な見取りが望まれる。 

 本研究では、「保健室との連携」をキーワー
ドとし、児童生徒がもつ保健室に対する認識
や、教諭と養護教諭との連携行動に関する調
査を通して、教諭と養護教諭との具体的な連
携のあり方を研究する。 

 なお、本研究では、教員のうち総括教諭や
教諭を「教諭」と表記し、総括教諭の養護教
諭と養護教諭を「養護教諭」と表記する。 

Ⅰ 研究のねらい 

 
１ テーマ設定の理由 

子どもたちの心身の問題は、社会環境や生
活様式の変化、価値観の多様化等の多くの要
因が重なって生じていると考えられる。心身
共に豊かで健康な生活を、生涯にわたって送
ることができる力を身につけることが、これ
からの時代に生きる子どもたちに求められて
いる。そのためには、児童生徒の発達の段階
を考慮して、学校の教育活動全体を通じて自
己指導能力の育成に取り組むことが必要にな
ってくる。一人ひとりの子どもを大切にし、
その健やかな成長を願うとき、教諭と養護教
諭とが連携して、それぞれの専門的な立場か
ら積極的に子どもに関わり、児童生徒理解を
深めることがとても重要である。 

 そこで、児童生徒理解を深め、支援や指導
の充実を図るために、教諭と養護教諭との連
携は、どのようにあるべきかについて考えて
いく。 

 近年では、少子・高齢化や国際化、情報化の急速な進展に伴い、人々の生活様式や価値観
は多様化・高度化・複雑化している。その中で、子どもたちの生育環境も大きく変化し、社
会性や規範意識の低下、学力や学習意欲をめぐる問題、不登校やいじめ、家庭や地域の教育
力をめぐる問題など、取り組むべき教育課題が山積している。こうした背景を踏まえ、本研
究は、教諭と養護教諭の連携のあり方を模索し、児童生徒理解を深め、より確かなものにす
ることを目的としている。まず、市内の小中学校でアンケート調査を実施し、保健室利用に
対する児童生徒、教諭と養護教諭との認識の違いや、教諭と養護教諭の連携の実態を把握し
た。また、教諭と養護教諭が児童生徒理解を深めるために連携したいことについて、自由記
述での回答を求めた。それらの結果を基に本研究では、①授業における連携、②保健室理解
を深める校内研修、③養護教諭の学年会への参加、の実践を行いその効果を検証した。 
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２ 研究の方針 
本研究を進めるにあたり「児童生徒理解」

が指し示す内容を理解する必要がある。 

『生徒指導提要』(平成22年3月 文部科学
省）によれば、生徒指導が有効に行われる基
盤として、教員の客観的かつ専門的な知識と
日頃の人間的な触れ合いに支えられた信頼関
係に基づく「児童生徒理解」が不可欠である
ことが示されている。 

 つまり、児童生徒の健全な成長を促すため
には、教育活動全般を通して客観的・多角的
な見取りが望まれるのであり、その子その子
の視点に立って思いを巡らすことが必要であ
る。何よりも、児童生徒に対して関心をもち、
知りたいという前向きな意欲に満ちた教員の
姿勢が、確かな児童生徒理解の基盤になると
考えられる。また、児童生徒と教員の信頼関
係は、理解しようとする教員の思いと、わか
ってもらえたという児童生徒の喜びが相互に
響き合うことで築かれるのではないだろうか。 
 このような視点を、教諭と養護教諭が共有
し、望ましい連携を進めることで、さらに深
く確かな児童生徒理解が可能となる。ここで
言う連携とは、単なる児童生徒に関わる情報
の共有だけではなく、共通の見取りや見通し
をもった、具体的な連携行動を含めて考える。
また、児童生徒一人ひとりが様々な課題をも
ち教育的ニーズが多様化している中、本研究
では、全ての児童生徒に支援が必要であると
いう考え方に立って、児童生徒理解をより深
める工夫を追究することとした。 

 

 

Ⅱ 研究内容 

 
１ 研究の方法 

児童生徒に対する教諭と養護教諭の見取り
には違いがあるからこそ、その連携を深める
ことで児童生徒解がより深まる。しかし、充
分な連携ができていない状況もあるのではな

いだろうか。そこで、児童生徒がもつ保健室
に対する認識を調査すると共に、教諭と養護
教諭の認識の違いを読み取ることや、教諭と
養護教諭の連携の実態を知るアンケート調査
を行った。連携行動が必要と考えられる様々
な場面で、どちらが主に対応するのがよいと
認識しているのか、また、教諭が養護教諭と
連携したいこと、養護教諭が教諭と連携した
いことについて、自由記述での回答を求めた。
その結果を基に、教諭と養護教諭の連携に対
する認識の違いや、連携がうまくいかない場
面とその原因を分析した。 

さらに、上記の分析結果を踏まえた実践を
通して、より効果的な連携のあり方を追究し
た。 

 

２ アンケート調査 
 児童生徒用、教諭用、養護教諭用という３
種類の質問紙調査を行った。 

○ 調査対象     

小学校児童（５年生） ３２６名 

中学校生徒（２年生）  ２６４名 

小学校教諭        ７７名 

中学校教諭         ５１名 

小学校養護教諭     ７６名 

中学校養護教諭      ３６名 

○ 調査方法 質問紙 

○ 調査期間 児童生徒・教諭は平成 25 

年 3 月、養護教諭は 5 月 

なお、分析は質問項目の区別をしながら、
次のように２段階に分けて行った。 

※アンケート調査用紙は資料１参照 

 

分析１は、児童生徒・教諭・養護教諭の三
者に行った同一の質問項目に対する比較であ
る。『学校で安心して過ごすために大切なこ
と』『悩みや心配なことがあるとき、学校で相

 児童生徒 教諭 養護教諭
分析１ 問 2~6 問 2~4 問 2~4 

分析２  問 5~7 問 5~7 
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談しやすいと考えている人』『保健室はどのよ
うなときに行く（行きたい）場所か』という
内容である。 

分析２は、教諭・養護教諭に行った同一の
質問項目に対する比較である。教諭と養護教
諭の連携が考えられる場面を 18項目選定し、
主として対応するべきなのは、教諭と養護教
諭のどちらであるかを５件法で質問した。ま
た、それらの連携行動を実際に経験したこと
があるか、さらに、連携しなかったとすれば
その理由は何かを両者に質問した。最後に、
児童生徒理解を深めるために、教諭と養護教
諭が連携したいことを、両者から自由記述で
の回答を求めた。 

     

（１）分析１の概要 
 アンケート調査の結果の中から、三者の回
答に大きな違いが現れたものに対して考察を
加えたものである。 

※アンケート調査結果は資料２参照 

 

① 児童生徒が学校で安心して過ごすために
大切だと考えていることはどのようなこ
とか 

 

 

 

 

 

 

図１ アンケート結果 ２－小学校 
 

 

 

 

 

 
図２ アンケート結果 ２－中学校 

複数の選択肢から１つ選ぶ問いである。 

図１・２を見ると、児童生徒にとって、「友 

達がいること」が何よりの安心材料であるこ
とが分かる。それに対して、教諭・養護教諭
の「友達がいること」に対する回答は他の選
択肢より多いものの、児童生徒に比べてそれ
以外の選択肢を選ぶ傾向があった。また、「ル
ールが守られていること」の割合が、教諭・
養護教諭に比べ児童生徒は低かった。さらに、
教諭で「静かであること」は 0%だったが、
児童生徒の中には小学校で 1.8%、中学校で
3.4%が大切だと感じていた。このように、落
ち着いた環境を求める児童生徒の声も大切に
できる学級づくりが望まれるだろう。 

また、図１にあるように、小学校では教諭
と養護教諭の回答は同じような傾向であるの
に対し、中学校では図２にあるように、教諭
と養護教諭との回答に違いが見られた。中学
校の教諭は集団に視点を当てる傾向にあり、
養護教諭は友達や先生といった個の関わりに
視点を合わせる傾向がうかがえる。その違い
こそ、より確かで多角的な児童生徒理解を進
めるヒントになるのであり、連携を考える上
で、興味深い結果であると考えた。 

 

② 学校で相談しやすい人は誰か 
 

 

 

 

 

 

図３ アンケート結果４－小学校 
 

 

 

 

 

 

図４ アンケート結果４－中学校 
この質問も、複数の選択肢から１つだけ選

択する問いである。図３を見ると、教諭・養
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護教諭が考えているよりも、多くの児童が相
談しやすい人として友達を第一に挙げた。養
護教諭を選んだ児童は 1.5%、生徒は 1.1%で
あった。 

また、図３・４から「相談しやすい人がい
ない」を選んだ児童生徒が 15％程度いたこと
は気掛かりな結果である。択一回答でこの選
択肢を選んだ児童生徒にとって、充分な児童
生徒理解や支援が行えていない可能性も考え
られる。こうした児童生徒に寄り添い、精神
的なサポートができる環境を整える努力が必
要になるだろう。保健室との連携を考える上
で、ヒントとなる結果である。 

また、児童の8.4%、生徒の5.0%が「担任の
先生」と答えていることにも注目したい。「友
達」よりも「担任の先生」に相談するような
悩みや深刻な事態を経験している児童生徒も
いるのではないだろうか。 

文部科学省の平成24年度「児童生徒の問題
行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」の
結果では、いじめられた児童生徒の相談の状
況の項目（公立）で 

学級担任に相談   （小 76%、  中 71.5%） 
養護教諭に相談  （小 4.1%、 中 7.1%） 

保護者や家族等に相談（小 30.3%、中 28.1%） 
友人に相談     （小 13.3%、中 14.9%） 

の結果が出ている（複数回答可）。いじめとい
う深刻な状況においては、児童生徒の相談し
たい相手が大きく変わることがうかがえる。 

 

③ 保健室に行ったとき・行きたいときはど
のようなときか 

 

 

 

 

 

 

図５ アンケート結果５ 
 

 
 

 

 

 

 

 

図６ アンケート結果６－小学校 
 

 

 

 

 

 

 

図７ アンケート結果６－中学校 
この質問項目は複数回答可とした。 

《児童生徒》 

図５を見ると、児童生徒は、①「けがや病
気のとき」、②「身長や体重をはかるとき」で
よく利用している実態がある。また、図６・
７から、③「悩みや心配なことを相談したい
とき」、④「いやなことや困ったことがあって
その場にいられないとき」、⑤「おしゃべりを
したいとき」、⑥「ひと休みや息ぬきをしたい
とき」という理由で保健室へ行きたいと感じ
ている児童生徒は、実際にその理由で利用し
ている児童生徒のそれぞれ２倍から６倍ほど
いる。児童生徒はこのような利用を望んでい
るものの、実際に保健室には行くことができ
ない実態もあるのかもしれない。 

《教諭》 

図６・７を見ると、保健室利用に対する教
諭の回答は、①「けがや病気のとき」に次い
で、③「悩みや心配なことを相談したいとき」、
④「いやなことや困ったことがあってその場
にいられないとき」の割合が高いのが特徴で
ある。こうした場面こそ、保健室との連携を
学級担任が求めていると考えられる。つまり、
児童生徒理解を深めるために、保健室との連
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携やその機能の活用が期待される場面だと言
えるのではないだろうか。 

《養護教諭》 

図６・７を見ると、養護教諭の回答は、教
諭と比べて全ての項目で高い数値を示してい
るのが特徴的である。養護教諭の多くは、日
常的な児童生徒との関わりの中で、様々な理
由から来室するものだ、と感じているのだろ
う。児童生徒の身体計測や不調の訴えの中に
は、話を聞いて欲しい、認めてもらいたい、
といった来室の目的が隠れている可能性があ
ると考えられる。そして、「何となく」の回答
の多さについても、考えていく必要がありそ
うだ。そうした児童生徒の保健室での様子を
教諭と情報共有することで、児童生徒理解は
より深められると言えるだろう。 

 

（２）分析２の概要 
 教諭と養護教諭の連携が考えられる 18 の
場面について質問したアンケート結果７『学
級担任と養護教諭のどちらが主に対応するの
がよいと思うか』とアンケート結果８『連携
の有無と連携しなかった理由』については①
～④で分析した。また、アンケートの最後の
質問『児童生徒理解を深めるために教諭（養
護教諭）と連携したいこと』（自由記述）につ
いては⑤で分析し、教諭・養護教諭の二者の
回答を比較した。 

 

① 2）おう吐やおもらしした児童生徒の対応 
3）アレルギー等、疾病のある児童生徒へ
の日常的な対応 13）児童生徒の日常的
な健康状況の把握について 

 
 
 

 
 
 

図８ アンケート結果８－３)小学校 

 
 
 
 
 
 

図９ アンケート結果８－３)中学校 
これらの項目では、図８・９のように小中

学校の教諭・養護教諭共に 72％以上が「連携
をとった」と回答しており教諭と養護教諭が
同じような連携の意識をもっていることがう
かがえた。 

 
 
 
 
 
 
 

図１０ アンケート結果７－３)小学校 
しかし、図 10 のように『どちらが主に対

応するのがよいと思うか』の小学校の回答に
おいて違いが見られた。2)・3)・13)につい
て「ほぼ学級担任」「どちらかというと学級担
任」を合わせた回答が教諭では 61％～75％で
あった。一方、養護教諭は 23％～47％であり、
「双方」は 46％～65％であった。小学校の教
諭と養護教諭には意識に違いがみられ、養護
教諭はより一層の連携を求めていると言える
のではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ アンケート結果７－３)中学校 
中学校では、図 11 のように両者とも「双

方」と回答している割合が一番高く、教諭と
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養護教諭が同じような連携の意識をもってい
ることがうかがえた。 

 

② 児童生徒のメンタルケア  
5）家庭での悩み  
6）学校における人間関係の悩み  
7）性やからだに関する悩み について 
5)・6)において『どちらが主に対応する

のがよいと思うか』の質問に対し、「ほぼ学級
担任」「どちらかというと学級担任」を合わせ
た回答が、小学校の教諭は75％前後であった。
中学校の教諭の回答では 40％前後であり、小
中学校の養護教諭の回答は 30％前後であった。 
 

 

 

 

 

 

 

図１２ アンケート結果７－７)小学校 

 

 
 
 
 
 
 

図１３ アンケート結果７－７)中学校 
図 12・13 を見ると、7)は同じメンタルケ

アに関する質問の 5)・6)に比べ、教諭・養護
教諭共に「双方」「どちらかというと養護教諭」
「ほぼ養護教諭」を合わせた回答が 79％以上
と高かった。これらの結果から、教諭は養護
教諭の視点と専門性に期待し、養護教諭は専
門性を発揮できる場面と考えているのではな
いだろうか。その中でも中学校においては、
「どちらかというと養護教諭」「ほぼ養護教
諭」を合わせた回答が教諭は 60％、養護教諭
は 78％であった。多くの生徒が思春期の中に

ある中学校においては、養護教諭の専門性と
保健室という場の特性を生かした連携をとり
ながら対応したいと考えているのではないだ
ろうか。 

 

③ 14）各クラスの保健室利用状況に関する
情報の共有化 15）保健室で得られた児童
生徒に関する情報の共有化 18）保健室を
利用した児童生徒が教室へ戻るまでの状況
把握 について  
これらの項目では、『どちらが主に対応する

のがよいと思うか』の質問に対し、教諭・養
護教諭共に「双方」「どちらかというと養護教
諭」「ほぼ養護教諭」を合わせた回答が約 80％
以上になった。また、連携に関する質問でも、
75％以上が「連携をとった」と回答しており
保健室との連携の必要性が認識されているこ
とがうかがえた。 

 

④ 16）性教育や保健の授業の指導内容の検
討・資料準備 17）性教育や保健の授業
の授業者 について   

中学校においては、『どちらが主に対応する
のがよいと思うか』の質問に対し、16)は、
教諭・養護教諭の「双方」「どちらかというと
養護教諭」「ほぼ養護教諭」を合わせた回答が
約 90％を超えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１４ アンケート結果７－１７）中学校 
一方、図 14 を見ると性教育や保健の授業

の授業者に関する質問では、養護教諭の「ほ
ぼ学級担任」「どちらかというと学級担任」「双
方」を合わせた回答が約 90％であり、教諭は
「双方」「どちらかというと養護教諭」「ほぼ
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養護教諭」を合わせた回答が 80％であった。
これらの結果から、教諭は養護教諭の専門性
を求め、養護教諭は、学級の生徒の実態をよ
り把握している学級担任が授業者であったほ
うがよいと考えている様子がうかがえた。 

 
 
 
 
 
 
 

図１５ アンケート結果８－１７）中学校 
そして、図 15 のように同じ項目の連携に

関する質問では、「連携をとった」という回答
が教諭・養護教諭共に 80％以上あり、連携さ
れている現状がうかがえた。 

小学校においては『どちらが主に対応する
のがよいと思うか』の質問に対し、教諭が「双
方」と回答している割合はそれぞれ 60％･
56％であり、半数以上が連携が必要だと考え
ている。しかし、実際に連携が図られたかど
うかについては、「連携をとった」と回答して
いる教諭の割合が 53％・44％と、必要性を感
じている割合よりも低く、連携を求めながら
も実際には難しいことも多い現状がうかがえ
た。（P8 図 16・17 参照） 

 

⑤ 児童生徒理解を深めるために教諭（養護教
諭）と連携したいこと（自由記述）に つ
いて 

小学校の教諭からは、「児童の悩みに養護教
諭に対応してほしい」との記述が多かった。
また、小中学校の教諭からは、「子どもの家庭
的な状況等も日頃から話し、多面的に見守っ
ていけるよう連携したい」や「気になる子ど
もが保健室を利用した場合、どのような話を
したか聞きたい」などの機を逸しない情報交
換を望んでいる記述や「日々の会話や情報交
換を常に行うことが大切」や「情報の共有は

どんな小さなことでもお互いに伝え合うべ
き」などの日常的な情報交換を望んでいる記
述が見られた。 

養護教諭からも、素早い報告や確認、日常
的な情報交換を望んでいる記述が多くあった。
中には「生徒指導が必要な生徒の保健室利用
については連携をしっかりしていきたい」と
の記述があり、問題を抱えている生徒の日常
的な情報交換を、意識的に行おうとしている
様子がうかがえた。また、「保健室で日々連携
が必要であると感じています。学級担任の側
から考えると、養護教諭の職務や保健室の機
能について、詳しく知る機会がなく、連携の
手段等がわからないのではないかと感じるこ
ともあります」や「ケガ、病気などの対応の
後連絡が、忙しさで不十分な時があるので、
こちらからも関わっていきたい。基本的に保
健室に関わった生徒については、すべて担任
と連携をとるべきと考えています」などの記
述もあり、多忙な日常業務の中で細かな情報
交換が十分に行われていないことへの反省や
不安を感じていることがうかがわれた。また、
連携は望むものの連携の方法や保健室の役割
について共通理解が充分ではないと感じてい
る様子がうかがわれた。 

自由記述全体を通して、両者共に日常的な
情報交換や適時・的確な報告や情報交換を望
む記述が多く見られた。また、教諭からは養
護教諭の専門性を生かした対応を望む記述が
多く、養護教諭からは、保健室来室後の報告
を望む記述が多かった。 

 

（３）考察 
これまで見てきたように、アンケート調査 

の結果分析から、保健室に対する児童生徒、
教諭と養護教諭の三者間の認識の違いやそ
の特徴が見えてきた。また、教諭と養護教諭
との児童生徒理解における視点や役割意識
に違いがあることが分かった。さらに、児童
生徒理解やそれに基づく支援や指導におい
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て有効な連携が難しい状況や場面が見えて
きた。 

そこで、「教諭と養護教諭の専門性を生か
した性教育の授業における連携」「保健室機
能の共通理解」「報告や情報交換・共有」と
いった、連携が難しい状況や場面に焦点を当
て、それらの課題の改善を目指し、実践に取
り組むこととした。 

 

３ 実践 
 研究員の勤務校において行った、教諭と養
護教諭の専門性を生かした連携の取り組みの
概要および結果の検証を述べる。 

 

（１）授業実践～性教育の授業における連携～ 
       （小学校） 

① アンケート結果より 
性教育や保健の授業に関する質問では、教

諭と養護教諭の間で違いが見られた。そこで、
小学校における「連携」について考察した。 

 

 

 

 

 

 

図１６ アンケート結果８－１６)小学校 
 
 
 
 
 
 

図１７ アンケート結果８－１７)小学校 
 

図 16・17 から、教諭が十分に連携を取れ
ていない現状に注目したい。その理由として、
「連携する時間がなかった」「連携の必要性を
感じなかった」「連携する方法・手段が分から
なかった」などが多く回答された。 

そこで、性教育の授業づくりにおける連携
が、学級担任と養護教諭のより深い児童生徒
理解につながると考え、その効果的な連携の
あり方について探ることとした。 

本実践における学級担任と養護教諭の連携
は、授業づくり・授業後において児童の見取
りを共有したことと、授業では「養護教諭か
らの手紙」を読み、学級担任の視点だけでは
なく、養護教諭の視点を盛り込んだことであ
る。 

 

② 教育の授業における連携の流れ 
授業づくりにおいて、児童の実態の把握は

不可欠である。そこで、学級担任と養護教諭
のそれぞれの視点から児童を見取り、指導案
づくりに生かした。また、授業は学級担任が
行い、養護教諭は「手紙」という形で連携を
した。以下は、「性教育の授業における連携の
流れ」である。 

性教育の授業における連携の流れ
１．指導案検討① 

◆主題の確認・決定（学級担任・養護教諭）
   ・年間指導計画から決定する。 

◆学級・学年の児童の実態の把握 
（学級担任・養護教諭）

   ・学級担任が見る児童の実態と養護
教諭の見る実態を把握・共有す
る。 

２．指導案検討② 
◆授業の展開と内容の作成（学級担任） 
◆学習活動の工夫（学級担任・養護教諭）

   ・児童の実態から、学級に合わせた
学習活動を展開する。養護教諭の
視点を取り入れながら学習展開
を工夫する。 

◆教材の準備（学級担任・養護教諭） 
   ・教材は、保健室に保管されている

物が多くある。互いに声を掛け合
い、よりよい教材を選択する。 
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３．授業の実施 
   ・授業者は学級担任である。 
   （養護教諭は、「手紙」で授業に参

画する。） 
４．授業後の振り返り、次年度に向けて 

  （学級担任・養護教諭）
   ・学級担任、養護教諭の双方から見

た授業や児童の様子を記録し協
議する。 

   ・次年度の参考に保管する。 
 これらの中で効果的な連携と考えたのが、
「学年・学級の児童の実態把握」「学習活動の
工夫」「授業後の振り返り、次年度に向けて」
の場面である。これらの場面で学級担任と養
護教諭が実際に話し合いながら連携を図った。 
 

③ 授業実践 
 小学校６年生で、性教育「異性の友だち」
（学級活動）の授業を行った。 

 

ア 主題の決定・児童の実態の把握 

 授業の主題は、年間指導計画のとおりに行
い、学級担任と養護教諭で確認した。児童の
実態については、学級担任と養護教諭の双方
からの視点で把握し、より学級の実態に合わ
せた授業展開を計画することを目的とした。
実際には、「指導案作成打ち合わせシート」を
活用した。このシートは、まず、学級担任が
「学級担任から見た実態」を記入し、養護教
諭が「養護教諭から見た実態」を記入した。
その後、このシートを見ながら情報交換し、
「学習活動を考える際の配慮事項」について
話し合った。 

学級担任が見取る児童の実態は、異性に対
する関心が強いが心の成長が伴わず、異性の
友達とトラブルを起こしてしまう児童がいる
反面、異性の友達をあまり意識せず生活して
いる児童も多いというものであった。しかし、
養護教諭が見取る児童の実態は、保健室来室
時の様子から、異性とのトラブルが原因で不

調を訴える児童がいるだけでなく、友達の異
性との関わりを見ていて不快に感じ、不調を
訴える児童がいるというものであった。学級
担任の見取りに加え、養護教諭による保健室
での児童の見取りから児童理解が深まり、指
導案作成への手がかりとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「指導案作成 打ち合わせシート」 

 

イ 学習活動の工夫         

 学級担任が作成した指導案を見ながら養護
教諭と協議し、学習活動を工夫した。これは、
指導案に養護教諭のより専門的な意見を盛り
込んでいくことを目的としている。そして、
以下の２点を学習内容に盛り込んだ。 

・児童一人ひとりが心の成長を見つめられる 

時間になるようにする。低学年の頃の自分 

と今の自分との異性の友達に対する意識の 

違いを理解し、今の自分を受け止め安心で 

きるようにさせる。 

  →養護教諭の手紙を指導内容に加えた。  

・心の成長は、体の成長と同じように個人差 

があることを理解させ、性の違いにかかわ 
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らず、人間として互いに人格を尊重し、信 

頼し合ってよりよい友人関係をもたせる。 

  →養護教諭の手紙と共に、「みりょく」に 

ついて考えさせた。 

 

ウ 授業の実施 

 授業は学級担任が行い、養護教諭は「保健
室の先生からの手紙」という形で関わった。
授業づくりで、養護教諭と連携をとっていた
ために、児童の実態に合った授業展開となり、
学級担任は、自信をもって授業ができた。 

 そして、保健室からの手紙の存在はとても
大きいと感じた。児童は、事前に行ったアン
ケート結果や教材から、性の違いにかかわら
ず、人間として互いに人格を尊重し、信頼し
合ってよりよい友人関係を築こうとする学習
を行った。その後に、学級担任が保健室から
の手紙を読み聞かせた。児童は、養護教諭な
らではの視点に立った話にじっくりと耳を傾
けていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保健室からの手紙」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導案 
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エ 授業後の振り返り・次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「授業後の振り返りシート（次年度に向けて）」 
 

学級担任が授業の様子や授業後の児童の様
子等を「授業後の振り返りシート（次年度に
向けて）」に記入後、養護教諭が記入し、協議
を行った。授業の様子を見られなかった養護
教諭に授業の様子を伝え、学級担任・養護教
諭共に、本授業について振り返った。そして、
両者の振り返りを次年度に生かせるように保
管した。 

 

④ 成果と課題 ～授業実践を通して～ 
【成果】 

学級担任が見取った児童の姿と養護教諭が 

見取った児童の姿に違いがあり、授業づくり
を通して、児童理解が深まった。また、授業
づくりをきっかけに、養護教諭と学級担任の
児童理解の意識がより高まった。そして、そ
のことは、今後の児童生徒理解を深める上で
も、とても大切なことであると考える。 

また、チームティーチングという形で養護
教諭が授業に関わる方法もあるが、この実践

では、「手紙」という形で間接的に授業に参画
する方法をとったことで、時間に拘束されず
に養護教諭と連携ができた。そして、教室以
外の場所からも自分たちを見守ってくれてい
る人がいる安心感を子どもたちの様子やワー
クシートから読み取ることができた。 

さらに、「指導案作成打ち合わせシート」「授
業後の振り返りシート（次年度に向けて）」を
利用することで、より深く、多角的な児童理
解ができた。それぞれが見取る児童の実態を
協議前に各シートに記入しておき、それを見
ながら話し合ったことは、内容的にも時間的
にもとても効果があった。また、次年度につ
ながる資料の蓄積という面からも、とても有
効であったと考える。 

【課題】 

 学校に１・２名配置の養護教諭が、全学級
の学級担任と、本実践のように性教育の授業
づくりについて連携し合う場面や時間の設定
が難しいことが挙げられる。 

 しかし、授業づくりを通して、児童理解を
深められたという成果からみると、積極的に
養護教諭が各学級での性教育等の授業に参画
できるとよいと考える。また、学年職員と共
につくる性教育の授業という方法も考えられ
る。例えば、学年会において養護教諭との協
議を行い、各学級共通の取り組みを検討する
方策もあるだろう。 

 

（２）初任者研修での実践（小学校） 
 

① アンケート結果より 
図５・６・７（Ｐ４）の『保健室に行った

とき・行きたいとき』の児童生徒、教諭と養
護教諭の回答の違いから、三者の保健室に対
する認識の違いが分析１で見えてきた。養護
教諭は図６・７を見ると、児童生徒は多くの
理由で保健室を利用していると実感してい
ると思われ、表向きの来室理由の裏に本来の
目的が隠れているときもあると感じている
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と思われる。 

一方、教諭は図６・７を見ると「悩みや心
配なことを相談したいとき」「いやなことや
困ったことがあって、その場にいられないと
き」の回答が多く、個別の対応が必要な場面
で保健室との連携を求めていると思われる。 

児童生徒は、図６・７を見ると保健室利用
に関して限定的に考えており、それは教諭の
保健室利用に関する考えが児童生徒に正し
く伝わっていない可能性や、教諭の限定的な
考えが伝わっている可能性があると考えた。
「けがや病気のとき」を選択した児童生徒が
約７割でしかないという結果からも、保健室
の利用に対して正しく理解していない可能
性もあると考えた。 

教諭が保健室の機能を今まで以上に深く
理解することで、保健室の利用に対して限定
的に捉えていた児童生徒にも利用しやすい
保健室になり、より児童生徒理解が深まるだ
ろうと考えた。 

また、アンケート調査の中の連携が考えら
れる 18の場面の回答を経験年数ごとに見て
みると、経験年数の少ない教諭に「連携する
時間がなかった」に加えて、「連携の必要性
を感じなかった」「連携する方法・手段がわ
からなかった」の回答が多かった。おそらく、
これまで保健室の機能や校内組織における
保健室の役割等について具体的に学ぶ機会
があまりなかったのではないだろうか。そこ
で、校内で設定されている初任者研修の一般
研修の時間に、初任者に対して実践を行った。 

同時に、「私」という養護教諭を知っても
らい、人間関係づくりを行う機会にもなるの
ではないかとも考えた。 

研修の前後に初任者に対して意識調査を
行い、意識の変容に着目した。内容は以下の
とおりである。なお、質問３のみ実施の前後
で質問を変えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事前 意識調査」 
 

 
 
 

「事後 意識調査」 
 

② 実践の内容 
初任者教諭に対して 45 分間で実施した。

「保健室ってこんなトコ」というリーフレッ
ト（※資料３参照）を作成し、それを基に
保健室の機能と養護教諭の職務内容につい
て説明した。 

 また、ある８日間の児童の来室状況や、保
健室の予算なども資料として使用し、より保
健室や養護教諭の職務への理解を深めるこ
とができるようにした。 

 

③ 成果と課題 
【成果】 

初任者研修実施前の意識調査で、『保健室
の機能とは、どのようなものがあると思いま
すか』との質問に対して、「けがの手当て」
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としか記入がなかったが、実施後の同じ質問
では「子どもとの関わり」「虐待の発見」「子
どもの異変に気づく」といったことが記入さ
れた。また、『どのような時に養護教諭の助
けを必要と考えますか』との質問に対して、
実施前には「けがや体調不良」「長期欠席児
童への対応」「虐待児の親への接し方、話の
切り出し方」と記入していたが、実施後には
「保護者と連携をとりたいがうまく伝えら
れない場合、養護教諭ならではの話を聞きた
い」と記入されていた。養護教諭の多岐にわ
たる職務や、学級担任とは違う視点で児童や
保護者と関わっているということについて
理解が深まったと感じた。 

 『養護教諭に「話しかけたい、助けてほし
い」と思ったのに、声をかけられなかったと
き、あなたはどうしますか』の質問には、「養
護教諭を探す」や「手紙などで伝える」とい
う、養護教諭と積極的に関わろうという意識
が見られた。 

また、アンケート調査の中の教諭と養護教
諭の連携が考えられる 18の場面から両者の
認識に差があったもの５項目に関して『どち
らが主に対応するのがよいと思いますか』と
質問したところ、実施前と比べて実施後には
「双方」という回答が増え、連携しようとす
る意識が強くなったと感じた。 

 一人ひとりの大切な子どもたちを、多くの
大人が様々な場面を通して関わり、それぞれ
がつながりながら共に育てていく、その一つ
の場として保健室があるのだということの
理解が深まったと考える。 

【課題】 

 アンケート調査の中の教諭と養護教諭の
連携が考えられる 18 の場面について、教諭
の経験年数が増えると共に「連携をとった」
という回答も増えるのではないかと予想し
ていたが、そのような実態は見られなかった。
経験年数が増えてくれば、連携せずとも対応
できることが多くなるかもしれないが、児童

生徒理解を深めるためには教諭と養護教諭
のそれぞれの立場からの見取りを生かすべ
きであろう。今回のような保健室に対する理
解を深める場が、全職員に対しても設定でき
るとよいと考える。 

また、実態に合わせて、児童生徒にも保健
室の機能とその利用について発信すること
が課題として挙げられる。 

そして、児童生徒が保健室を利用しやすく
なることで児童生徒理解が深まるというこ
とを、学校全体で共通理解していきたい。 

 

（３）学年会における実践（中学校） 
 

① アンケート結果より 
 図２（Ｐ３）から、中学校では集団の指導
に視点を当てる傾向にある教諭と、個の関わ
りに視点を合わせる傾向がある養護教諭との
視点の違いがうかがえた。その違いを生かし
ながら、より確かで多角的な生徒理解を進め
ることが求められると考えた。 

また、分析２の結果から、教諭・養護教諭
共に、多忙な日常業務の中でも、より確かな
児童生徒理解や指導に関わる細かな連絡・報
告・確認を求めているものの、方策が見出せ
なかったり、時間の捻出が難しかったりとい
った課題を感じている実態が見えてきた。 

そこで、養護教諭が学年会に参加する機会
を意図的に設定し、生徒の見取りや教諭との
連携において起こった変容を、養護教諭の目
を通して分析し考察した。なお、研究員は生
徒指導主任として一緒に学年会に参加した。 

    

② 具体的な方策 
養護教諭と生徒指導主任（研究員）が、１

学年と２学年の学年会において、生徒情報交
換の場面のみ２度ずつ参加した。 
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③ 成果と課題 
これまでも、養護教諭も参加する週１回の

生徒指導部会、巡回相談後の協議会、関係諸
機関と行う継続的なケース会議など、教諭と
養護教諭がそれぞれの見取りに基づく意見を
交換し合い、指導の方向性を検討する場面が
多くあった。それらを踏まえた、研究員と養
護教諭が共有した振り返りである。 

【成果】 

生徒指導部会で扱う、現在起こっている、
または対応が始まっている問題行動や指導内
容の情報交換とは違い、学年会では課題のあ
る生徒に対する学年全体の中長期的な指導の
方向性がつかめるので、日々の関わりの中で
保健室としてどのような協力ができるか明確
になった。 

また、それぞれの学年会に参加することで、
重点指導項目や個別の指導テーマに対して、
生徒の発達の段階や学年集団の特性を踏まえ
た、見通しをもった考え方ができるようにな
った。 

さらに、養護教諭の指導方針やスタンス、
保健室の機能や活用方法などを、学年の状況
に応じて直接伝えることができる場となった。 

学級担任は、一人ひとり指導経験や感性が
それぞれ違うが、養護教諭が通常の業務の中
でそれを知ることは難しいため、学年会のよ
うな接点があると有効だと感じた。この取り
組みによって、学級担任の個性だけではなく、
その人が学年職員の中でどのような立場で、
どのような役割を担っているかを知ることが
できるようになった。また、そのことにより
養護教諭が学級担任に効果的なアドバイスが
できるようになり、関係性が深まった。 

また、若い学級担任の多くは、指導困難な
ケースにおいて、指導の方向性に悩むことが
多いかもしれない。しかし、養護教諭にとっ
て、学年生徒指導担当や学年主任からの情報
提供だけでは、その学級担任自身の心境や置
かれた状況が伝わってこないことが多い。学

級担任の感じている困難さや現状を知り、保
健室としてどのような連携や協力ができるか
考えられるようになることが大切だと感じた。 

さらに、「養護教諭にこんなことお願いでき
ないな。」という学級担任からの遠慮を感じる
ことが多い。養護教諭としては、後になって
「あんなことを手伝えたのに。」と後悔するこ
とも多くある。それが言い合える関係性を築
くことが望ましく、そのためにも定期的な関
わりの場が必要だと感じた。 

【課題】 

 この実践は２学期途中から３学期にかけて
の短いスパンで行ったものである。年間を通
してこの実践を行うことは、１・２名配置の
養護教諭であるがゆえに、日程調整や時間の
確保が困難になるだろう。生徒指導主任や学
年主任等のイニシアティブによって、養護教
諭が学年に関わりやすくなったり、状況に応
じて学年から参加を求めたりするような関係
性を築くことが大切になるだろう。 

また、学級担任と養護教諭の日常的な情報
交換にあてる時間や場の確保は、大きな課題
である。養護教諭は保健室で個の支援を行い
つつ、学級に帰すタイミングを学級担任との
連携の中で図る。また、学級担任は生徒が安
心して帰ってこられる学級環境を整えながら、
保健室にいる生徒への意識を保ち続ける。そ
のためには、日常的で密な連絡や情報交換が
不可欠になるだろう。だからこそ、時間と場
の確保は、教諭と養護教諭双方からの働きか
けによって、意図的に設ける必要があるだろ
う。 

 
Ⅲ 研究の成果と課題 

 
１ 研究のまとめ 
 平成 20 年、児童生徒の心身の健康問題の
多様化に伴い、問題の解決に向けて学校保健
法の一部改正が行われた。学校保健安全法と
改称されたこの法律では、養護教諭やその他
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の職員と連携した健康観察、健康相談、保健
指導が新たに位置付けられた。このことから、
児童生徒の心身の健康に関する問題について、
教諭や養護教諭が連携し、問題の解決を図り、
学校生活によりよく適応していけるように支 

援していくことの重要性を再確認しなくては 

ならない。 

 児童生徒は、様々な形で自分の心身の不調
を言動や表情で表す。そうした児童生徒の状
態を的確に見取り、必要な支援・指導を行う
ために、これまで以上に教諭と養護教諭がそ
れぞれの専門性を生かし連携を進める必要が
あるだろう。 

本研究では、実施した児童生徒・教諭・養
護教諭の三者のアンケート結果を比較・分析
することで、それぞれがもつ「保健室」に対
する認識の違いを調査した。 

 分析１では、児童生徒は保健室を「けがや
病気のときに行きたい場所」という認識をも
ち、悩みや相談したいことがある時、嫌なこ
とがあって教室に居づらい時に行きたい場所
とは捉えづらい状況にある可能性があること
が分かった。教諭は児童生徒のそうした場面
こそ、保健室との連携を求めている様子がう
かがえた。 

また、養護教諭は怪我や病気の対応以外で
来室する児童生徒の訴えが多岐にわたると実
感していることが分かった。 

分析２では、性や身体についてのメンタル
ケアへの対応において、教諭は養護教諭の視
点と専門性に期待し、養護教諭はその専門性
を発揮できる場面と考えていることが分かっ
た。また、性教育の授業に対しては、教諭が
養護教諭の専門性を求める傾向があったが、
小学校では教諭と養護教諭の連携が思うよう
に図れていない状況が見えてきた。 

さらに、アンケートの自由記述を整理する
ことで、教諭と養護教諭の連携が難しい状況
や場面が浮き彫りとなってきた。 

 

 研究の後半では、上記で見出された状況を
解決するための方策として、研究員の勤務校
において実践的な研究を行った。 

 １つ目の実践として、教諭と養護教諭との
協同の授業づくりを行った。養護教諭の見取
りや意見を指導案作成に生かす工夫をし、養
護教諭の授業への直接の関わりを小さくしな
がら、大きな成果を得る方法であった。また、
授業後の振り返りを学級担任と養護教諭で協
議することで、多角的な児童理解ができたこ
とに加え、次年度につながる資料として残す
ことで、継続的な連携が可能になった。 

２つ目の実践は、初任者研修として行った。
保健室の機能や養護教諭の職務を分かりやす
く示したリーフレットを作成し、それを基に
研修を行うことで、養護教諭や保健室に対す
る認識がどのように変化するかを、事前事後
の意識調査から読み取った。その結果、養護
教諭の多岐にわたる職務や、養護教諭の専門
性を生かした児童理解の視点に気付き、連携
への意欲の高まりが感じられた。 

 ３つ目の実践は、養護教諭が学年会に同席
し、生徒指導情報交換に参加する取り組みで
あった。保健室から見た学級・学年の様子や、
養護教諭の視点で気がかりな生徒の情報交換
など、より多角的で横断的な生徒理解が可能
となった。また、養護教諭と学級担任との信
頼関係を深める場としても有効であった。 

 

２ おわりに 
本研究を通して得られた成果と課題を踏ま

えて、今後、児童生徒理解をさらに深めてい
くため、次のことを意識しながら連携を促進
していきたい。 

 

（１）保健室と児童生徒の繋がり 
養護教諭の願いやメッセージを全児童生徒

へと伝える機会は限られている。養護教諭の
役割や保健室の機能を児童生徒へ伝えるため
に、保健室から出された配付物・掲示物など
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を、積極的に学級で伝える意識を教諭にもっ
てもらえればよいのではないか。そのために
は、発信をする養護教諭も内容のポイントを
明確にして伝えることが大切になってくるだ
ろう。 

 

（２）教諭と養護教諭の繋がり 
教諭と養護教諭が、それぞれの専門性を認 

識し合い、お互いを生かそうとする意識をさ
らに高める大切さを感じた。保健室の機能を
活用しようとする教諭の姿勢と共に、養護教
諭が校内研修などで保健室の機能や養護教諭
の職務を伝えることで、効果はさらに上がる
のではないだろうか。そのためにも、限られ
た時間の中で、適時的確な相互の交流を行う
工夫が求められると考える。 

 

（３）定期的な意見交換の場の設定 
養護教諭が学年会や朝の学年打ち合わせ等

に参加することが有効であると考える。また、
養護教諭だけではなく児童・生徒指導主任や
教務主任、専科教員といった学年外の職員が
参加することで、より多角的で柔軟な児童生
徒理解が可能となるのではないだろうか。養
護教諭を含めた学年外の教諭が、学年の指導
経過や方針を知り、学級担任への適時的確な
サポートをするためにも、効果の大きな手立
てだと考える。 

 

最後に、本研究で明らかになった調査結果
や実践を通して得られた成果や課題を、各小
中学校の実践に生かしてもらえれば幸いであ
る。深く的確な児童生徒理解に基づいた温か
い支援・指導が展開される中で、子どもたち
の明るい笑顔が輝く学校づくりを目指してい
きたい。 

 

＊ 参考文献 ＊ 
「生徒指導提要」    文部科学省 2010 

平成 24 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導
上の諸問題に関する調査」   

   文部科学省  2013 

「教職員のための子どもの健康相談及び保健
指導の手引」 

文部科学省 2011 

「養護教諭のハンドブック」 

神奈川県教育委員会 2001 

「相模原市教育振興計画」   

相模原市  2010 

「学校保健の課題とその対応―養護教諭の職
務等に関する調査結果から―」 

    財団法人 日本学校保健会  2013 

「教師と子どもの関係づくり」 
近藤邦夫 1994 東京大学出版会 

 「子どもと教師のもつれ―教育相談から― 」 
近藤邦夫 1995 岩波書店 
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アン
ケー

トの
お願

い 
 先

生方
へ 

  
  

  
  

相模
原市

立総
合学

習セ
ンタ

ー 
 

総合
学習

セン
ター

教育
研究

員研
究に

おい
て「

児童
生徒

理解
を深

める
ため

の保
健室

との
連携

」を
テー

マに
して

、主
に学

級担
任と

養護
教諭

の連
携に

つい
て考

察し
てい

きま
す。

お
忙し

い中
恐縮

です
が、

調査
にご

協力
くだ

さい
ます

よう
お願

い申
し上

げま
す。

 

・ 
設問

に対
し、

回答
は番

号を
選ぶ

場合
、○

をつ
ける

場合
、記

述を
する

場合
があ

りま
す。

 

・ 
「そ

の他
」の

選択
肢を

選ん
だ場

合は
、（

  
 ）

内に
具体

的に
お書

きく
ださ

い。
 

・ 
ご

不
明

な
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
総

合
学

習
セ

ン
タ

ー
研

究
・

研
修

班
 
渡

部
（T

E
L
0
4
2
-
7
5
6
-
0
2
9
0
）ま

でお
問い

合せ
くだ

さい
。 

 １ 
はじ

めに
あな

たの
こと

をお
聞き

しま
す。

あて
はま

るも
のを

選び
番号

を書
いて

くだ
さ

い。
 

（１
）あ

なた
の学

校は
  

 
①小

学校
  

  
②中

学校
 

（２
）あ

なた
の経

験年
数は

 ①
～１

０年
 ②

～２
０年

 ③
～３

０年
 ④

３１
年以

上 
  

（臨
任経

験を
含む

） 
（３

）あ
なた

の担
当学

年は
 
①１

年 
②２

年 
③３

年 
④４

年 
⑤５

年 
⑥６

年 
  

  
  

  
  

  
  

⑦そ
の他

 
（４

）現
在、

学級
担任

を 
 
①し

てい
る 

  
②し

てい
ない

 
 ２ 

児童
生徒

が、
学校

で安
心し

て過
ごす

ため
には

、ど
のよ

うな
こと

が大
切だ

と思
いま

す
か。

もっ
とも

大切
だと

思う
もの

を、
次の

中か
ら１

つ選
び、

番号
を書

いて
くだ

さい
。 

  
  

 
 ①友

だち
がい

るこ
と 

  
  

 ②
理解

して
くれ

る先
生が

いる
こと

 
 ③

みん
なに

思い
やり

があ
るこ

と 
④ル

ール
が守

られ
てい

るこ
と 

 ⑤
きれ

いで
ある

こと
  

  
  

⑥し
ずか

であ
るこ

と 
⑦そ

の他
（ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）
 

 ３ 
悩み

や心
配な

こと
があ

ると
き、

児童
生徒

が学
校で

相談
しや

すい
（話

しや
すい

）と
考

えて
いる

人は
誰だ

と思
いま

すか
。次

の中
から

１つ
選び

、番
号を

書い
てく

ださ
い。

 
  

  
  

  
  

  
  

①友
だち

  
  

  
  

 ②
担任

の先
生 

  
③同

じ学
年の

先生
  

 

④保
健室

の先
生 

  
  

 ⑤
相談

室の
先生

（
ｶｳﾝ

ｾﾗｰ
） 

  
  

⑥相
談し

やす
い人

はい
ない

 ⑦
その

他（
 
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
） 

  
  

  
  

  
  

 ４ 
あな

たは
、保

健室
は児

童生
徒が

どの
よう

なと
きに

行く
場所

だと
思い

ます
か。

あて
は

まる
もの

を、
次の

中か
ら選

び、
いく

つで
も○

をつ
けて

くだ
さい

。 
 

①け
がや

病気
のと

き 
 
 
 

②身
長や

体重
をは

かる
とき

（発
育測

定以
外で

） 
 

③悩
みや

心配
なこ

とを
相談

した
いと

き 
 

④い
やな

こと
や困

った
こと

があ
って

、そ
の場

にい
られ

ない
とき

 
 

⑤お
しゃ

べり
をし

たい
とき

 
 

⑥ひ
と休

みや
息ぬ

きを
した

いと
き 

 
⑦な

んと
なく

 
 

⑧そ
の他

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 

   

５ 
学級

担任
と養

護教
諭の

関係
につ

いて
お聞

きし
ます

。次
の項

目に
つい

て、
学級

担任
と 

養護
教諭

のど
ちら

が主
に対

応す
るの

がよ
いと

思い
ます

か。
１～

５の
中か

ら、
もっ

と 
もあ

ては
まる

と思
う番

号に
○を

つけ
てく

ださ
い。

 
 

1
 
ほぼ

学級
担任

 
 
 
 
2
 
どち

らか
とい

うと
学級

担任
 
 
 
 
3
 
双方

 
 
 

4
 
どち

らか
とい

うと
養護

教諭
 
 
 
 
5
 
ほぼ

養護
教諭

  

６の回答 

1
 

怪我
や体

調不
良時

の保
護者

への
連絡

や報
告 

1
2

3
4

5
  

2
 

おう
吐や

おも
らし

した
児童

生徒
の対

応 
1

2
3

4
5

  

3
 

ア
レ
ルギ

ー
等、

疾
病の

あ
る児

童
生徒

へ
の日

常
的な

対
応 

1
2

3
4

5

  

4
 

アレ
ルギ

ー等
、疾

病の
ある

児童
生徒

の発
作時

の対
応

1
2

3
4

5
  

５ 
児童

生徒
のメ

ンタ
ルケ

ア（
家庭

での
悩み

） 
1

2
3

4
5

  

６ 
児
童
生徒

の
メン

タ
ルケ

ア
（学

校
にお

け
る人

間
関係

の
悩み

） 
1

2
3

4
5

  

７ 
児童

生徒
のメ

ンタ
ルケ

ア（
性や

から
だに

関す
る悩

み）
1

2
3

4
5

  
８ 

保健
室登

校の
児童

生徒
への

対応
 

1
2

3
4

5
  

９ 
不登

校傾
向に

ある
児童

生徒
への

対応
 

1
2

3
4

5
  

1
0
 

パニ
ック

状態
にあ

る児
童生

徒の
クー

ルダ
ウン

対応
 

1
2

3
4

5
  

1
1
 

児童
生徒

のト
ラブ

ルや
けが

の事
実確

認 
（養

護教
諭が

関わ
った

場合
） 

  
  

1
2

3
4

5

  

1
2
 

児
童
生
徒
の
ト
ラ
ブ
ル
や
け
が
の
管
理
職
等
へ
の
報
告

（養
護教

諭が
関わ

った
場合

） 
1

2
3

4
5

  

1
3
 

児童
生徒

の日
常的

な健
康状

況の
把握

 
1

2
3

4
5

  
1
4
 

各ク
ラス

の保
健室

利用
状況

に関
する

情報
の共

有化
 

1
2

3
4

5
  

1
5
 

保健
室で

得ら
れた

児童
生徒

に関
する

情報
の共

有化
 

1
2

3
4

5
  

1
6
 

性教
育や

保健
の授

業の
指導

内容
の検

討・
資料

準備
 

1
2

3
4

5
  

1
7
 

性教
育や

保健
の授

業の
授業

者 
1

2
3

4
5

  

1
8
 

保
健
室を

利
用し

た
児童

生
徒が

教
室へ

戻
るま

で
の状

況
把握

 

1
2

3
4

5

  

  ６ 
５の

項目
の中

で、
学級

担任
と養

護教
諭の

連携
につ

いて
お聞

きし
ます

。 
実際

に連
携を

とっ
たこ

とが
ある

もの
には

①を
、 

実際
に連

携を
とっ

たこ
とが

ない
もの

には
、そ

の主
な理

由を
次の

②～
⑥の

中か
ら選

び、
番号

を右
の□

の中
に書

いて
くだ

さい
。 

① 
連携

をと
った

。 
【連

携し
なか

った
理由

】 
② 

養護
教諭

との
連携

の必
要性

を感
じな

かっ
た。

 

③ 
養護

教諭
と連

携す
る時

間が
なか

った
。 

④ 
養護

教諭
と連

携す
る方

法・
手段

がわ
から

なか
った

。 
⑤ 

養護
教諭

との
日常

的な
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

不足
して

いた
。 

⑥ 
その

他 

    

７ 
児童

生徒
理解

を深
める

ため
に、

養護
教諭

と連
携し

たい
こと

があ
りま

した
ら、

書い
て

くだ
さい

。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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アン
ケー

トの
お願

い 
 養

護教
諭の

先生
方へ

  
  

相模
原市

立総
合学

習セ
ンタ

ー 
 

総合
学習

セン
ター

教育
研究

員研
究に

おい
て「

児童
生徒

理解
を深

める
ため

の保
健室

との
連携

」を
テー

マに
して

、主
に学

級担
任と

養護
教諭

の連
携に

つい
て考

察し
てい

きま
す。

お
忙し

い中
恐縮

です
が、

調査
にご

協力
くだ

さい
ます

よう
お願

い申
し上

げま
す。

 

・ 
設問

に対
し、

回答
は番

号を
選ぶ

場合
、○

をつ
ける

場合
、記

述を
する

場合
があ

りま
す。

 

・ 
「そ

の他
」の

選択
肢を

選ん
だ場

合は
、（

  
 ）

内に
具体

的に
お書

きく
ださ

い。
 

・ 
ご

不
明

な
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
総

合
学

習
セ

ン
タ

ー
研

究
・

研
修

班
 
渡

部
（T

E
L
0
4
2
-
7
5
6
-
0
2
9
0
）ま

でお
問い

合せ
くだ

さい
。 

 １ 
はじ

めに
あな

たの
こと

をお
聞き

しま
す。

あて
はま

るも
のを

選び
番号

を書
いて

くだ
さ

い。
 

（１
）あ

なた
の学

校は
  

 
①小

学校
  

  
②中

学校
 

（２
）あ

なた
の経

験年
数は

 ①
～１

０年
 ②

～２
０年

 ③
～３

０年
 ④

３１
年以

上 
  

（臨
任経

験を
含む

） 
   ２ 

児童
生徒

が、
学校

で安
心し

て過
ごす

ため
には

、ど
のよ

うな
こと

が大
切だ

と思
いま

す
か。

もっ
とも

大切
だと

思う
もの

を、
次の

中か
ら１

つ選
び、

番号
を書

いて
くだ

さい
。 

  
  

 
 ①友

だち
がい

るこ
と 

  
  

 ②
理解

して
くれ

る先
生が

いる
こと

 
 ③

みん
なに

思い
やり

があ
るこ

と 
④ル

ール
が守

られ
てい

るこ
と 

 ⑤
きれ

いで
ある

こと
  

  
  

⑥し
ずか

であ
るこ

と 
⑦そ

の他
（ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）
 

 ３ 
悩み

や心
配な

こと
があ

ると
き、

児童
生徒

が学
校で

相談
しや

すい
（話

しや
すい

）と
考

えて
いる

人は
誰だ

と思
いま

すか
。次

の中
から

１つ
選び

、番
号を

書い
てく

ださ
い。

 
  

  
  

  
  

  
  

①友
だち

  
  

  
  

 ②
担任

の先
生 

  
③同

じ学
年の

先生
  

 

④保
健室

の先
生 

  
  

 ⑤
相談

室の
先生

（
ｶｳﾝ

ｾﾗｰ
） 

  
  

⑥相
談し

やす
い人

はい
ない

 ⑦
その

他（
 
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
） 

  
  

  
  

  
  

 ４ 
あな

たは
、保

健室
はど

のよ
うな

とき
に児

童生
徒が

来る
場所

だと
思い

ます
か。

あて
は

まる
もの

を、
次の

中か
ら選

び、
いく

つで
も○

をつ
けて

くだ
さい

。 
 

 
①け

がや
病気

のと
き 

 
 
 

②身
長や

体重
をは

かる
とき

（発
育測

定以
外で

） 
 

③悩
みや

心配
なこ

とを
相談

した
いと

き 
 

④い
やな

こと
や困

った
こと

があ
って

、そ
の場

にい
られ

ない
とき

 
 

⑤お
しゃ

べり
をし

たい
とき

 
 

⑥ひ
と休

みや
息ぬ

きを
した

いと
き 

 
⑦な

んと
なく

 
 

⑧そ
の他

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 

   

５ 
学級

担任
と養

護教
諭の

関係
につ

いて
お聞

きし
ます

。次
の項

目に
つい

て、
学級

担任
と 

養護
教諭

のど
ちら

が主
に対

応す
るの

がよ
いと

思い
ます

か。
１～

５の
中か

ら、
もっ

と 
もあ

ては
まる

と思
う番

号に
○を

つけ
てく

ださ
い。

 
 

1
 
ほぼ

学級
担任

 
 
 
 
2
 
どち

らか
とい

うと
学級

担任
 
 
 
 
3
 
双方

 
 
 

4
 
どち

らか
とい

うと
養護

教諭
 
 
 
 
5
 
ほぼ

養護
教諭

  

６の回答 

1
 

怪我
や体

調不
良時

の保
護者

への
連絡

や報
告 

1
2

3
4

5
  

2
 

おう
吐や

おも
らし

した
児童

生徒
の対

応 
1

2
3

4
5

  

3
 

ア
レ
ルギ

ー
等、

疾
病の

あ
る児

童
生徒

へ
の日

常
的な

対
応 

1
2

3
4

5

  

4
 

アレ
ルギ

ー等
、疾

病の
ある

児童
生徒

の発
作時

の対
応

1
2

3
4

5
  

５ 
児童

生徒
のメ

ンタ
ルケ

ア（
家庭

での
悩み

） 
1

2
3

4
5

  

６ 
児
童
生徒

の
メン

タ
ルケ

ア
（学

校
にお

け
る人

間
関係

の
悩み

） 
1

2
3

4
5

  

７ 
児童

生徒
のメ

ンタ
ルケ

ア（
性や

から
だに

関す
る悩

み）
1

2
3

4
5

  
８ 

保健
室登

校の
児童

生徒
への

対応
 

1
2

3
4

5
  

９ 
不登

校傾
向に

ある
児童

生徒
への

対応
 

1
2

3
4

5
  

1
0
 

パニ
ック

状態
にあ

る児
童生

徒の
クー

ルダ
ウン

対応
 

1
2

3
4

5
  

1
1
 

児童
生徒

のト
ラブ

ルや
けが

の事
実確

認 
（養

護教
諭が

関わ
った

場合
） 

  
  

1
2

3
4

5

  

1
2
 

児
童
生
徒
の
ト
ラ
ブ
ル
や
け
が
の
管
理
職
等
へ
の
報
告

（養
護教

諭が
関わ

った
場合

） 
1

2
3

4
5

  

1
3
 

児童
生徒

の日
常的

な健
康状

況の
把握

 
1

2
3

4
5

  
1
4
 

各ク
ラス

の保
健室

利用
状況

に関
する

情報
の共

有化
 

1
2

3
4

5
  

1
5
 

保健
室で

得ら
れた

児童
生徒

に関
する

情報
の共

有化
 

1
2

3
4

5
  

1
6
 

性教
育や

保健
の授

業の
指導

内容
の検

討・
資料

準備
 

1
2

3
4

5
  

1
7
 

性教
育や

保健
の授

業の
授業

者 
1

2
3

4
5

  

1
8
 

保
健
室を

利
用し

た
児童

生
徒が

教
室へ

戻
るま

で
の状

況
把握

 

1
2

3
4

5

  

  ６ 
５の

項目
の中

で、
学級

担任
と養

護教
諭の

連携
につ

いて
お聞

きし
ます

。 
実際

に連
携を

とっ
たこ

とが
ある

もの
には

①を
、 

実際
に連

携を
とっ

たこ
とが

ない
もの

には
、そ

の主
な理

由を
次の

②～
⑥の

中か
ら選

び、
番号

を右
の□

の中
に書

いて
くだ

さい
。 

① 
連携

をと
った

。 
【連

携し
なか

った
理由

】 
② 

学級
担任

との
連携

の必
要性

を感
じな

かっ
た。

 

③ 
学級

担任
と連

携す
る時

間が
なか

った
。 

④ 
学級

担任
と連

携す
る方

法・
手段

がわ
から

なか
った

。 
⑤ 

学級
担任

との
日常

的な
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

不足
して

いた
。 

⑥ 
その

他 

    

７ 
児童

生徒
理解

を深
める

ため
に、

学級
担任

と連
携し

たい
こと

があ
りま

した
ら、

書い
て

くだ
さい

。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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